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CLINICAL STUDIES ON THE RECURRENCE OF UROLITHIASIS 
  (3) INFLUENCE OF SODIUM  INTAKE ON URINARY EXCRETION OF 
   CALCIUM, URIC ACID, OXALATE, PHOSPHATE AND MAGNESIUM
  Tetsuo MURAYAMA and Hirokazu TAGUCHI 
From the Department of Urology, Sagamihara National Hospital 
             (Chief: Dr. H. Taguchi)
   Relationship between urinary sodium excretion and urinary excretion of calcium, uric acid, oxalate, 
phosphate and magnesium was analyzed in 93 ambulatory patients with urolithiasis. There was a signifi-
cant correlationship between urinary sodium excretion and urinary excretion of calcium, uric acid, oxalate 
(only in male stone formers), phosphate and magnesium, respectively. Under a salt restricted iet (NaCI 
3-5 gm/day) for 3 days, urinary sodium excretion of 16 inpatients with urolithiasis was reduced remarkably 
together with significant reduction of urinary excretion of calcium, uric acid and oxalate. Urinary excre-
tion of phosphate and magnesium showed no change. 
   From these findings we conclude that restriction of sodium intake is an effective treatment for preven-
tion of stone recurrence. 
                                                 (ActaUrol. Jpn. 34: 1537-1541, 1988)


















例)に 対 して,入 院普 通 食下 で尿 中Ca,尿 酸,修 酸,
P,Mg排 泄 量 を測 定 した 後に3日 間 減 塩 食 を 与 え,
同様 に 尿 中Ca,尿 酸,穆 酸,P,Mg排 泄 量 を測 定
し,そ れ ぞれ の排 泄 量 の変 動 を 検討 した.
各物 質 の尿 中濃 度 は既 報13)と同 じ方 法 で測 定 した.
入院 普 通食 お よび減 塩 食 の食 事 内 容 はTablc1に 示
した.ま た 水分 摂 取 は各 自の 自由 と した(Table1).
統 計 学 的 検討 はpairedお よびnon-paircdStu・
dent,st-tcstによった.
結 果
1)尿 路 結石 患 者 の 尿 中Na排 泄 量 と尿 中Ca,尿
酸,荏 酸,P,Mg排 泄量 の関 係 に つい て
尿中Na排 泄 量 と尿 中Ca,尿 酸,P,Mg排 泄 量
との間 に は男 女 と もそ れ ぞれ 有 意 の 正 の相 関 関係 が認
め られ た.(NaとCa;男P<0.OOI,女Pく0.05,
Naと 尿 酸;男 女 と もp〈0.001,NaとP;男 女 と
もP〈0,001,NaとMg;男PくO.OOI,女P〈O,Ol)
尿 中Naと 修 酸排 泄 量 に は男 子 で 有 意 の 正 の相 関 関
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Table1.食 事 内 容
塩 分 総 熱量 蛋自貿(勘物性)糖 脂 肪Ce P
入饒瞥通食1001900Kcat70`33}g







































































































係 が 認め られ た が(P〈0・001)・女子 では 認め られ なか3日 間 の 減塩 食 に よ り尿 中Na排 泄 は入 院 普通 食 下
った(Fig・1～5)・ に く らべ 著 し く減 少 した.ま た これ に伴 い ,尿 中Ca,
2)減 塩 食 に よる尿 中Ca・ 尿酸 ・ 荏酸 ・P・Mg排 尿 酸,蔭 酸 排 泄 も制 限前 に く らぺ 有 意 に減 少 した(Ca



































































































































D尿 中Naと 尿 中Ca,尿 酸,篠 酸,P.Mg排
泄 につ い て
Naの 負 荷 は近 位 尿細 管 に お け るNa再 吸 収 を抑 制
し,尿 中Na排 泄 を増 す が,同 時 に 近位 尿 細 管 に お
け るCa,尿 酸,P,Mgの 再 吸収 も減 少 させ,尿 中
Ca,尿酸,P,Mg排 泄 を増 加 させ る こ とが 腎 生理 学
の研 究 に よ り知 られ てい る1-4).した が って,尿 路結
石 の発 生 に関 与 す る とい われ る尿 中Ca,尿 酸,P,
MgがNa摂 取量 の違 い に よって何 らか の影 響 を 受
け る可 能性 が あ る.し か し,こ の 点 に 関す る検討 は こ
れ ま で十 分 とはい え な い.
Kleemanら(1964)5),Breslauら(1982)6)は正
常 人 のNa摂 取 を増 す と尿 中Ca排 泄 が増 加 す る こ
とを報 告 した.

























































































































ると述べ,そ の原因を尿中Ca排 泄減少に伴 う腸管
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